
日本文化とインバウンド 

～グローバルな視点から見た課題と解決策～ 

                                       所属ゼミ：バートルゼミ  

                                    発表者：毛利・横倉・吉田  

目次  

1.研究背景・目的  

2.問題提起  

3.代表的な文化の紹介  

4.海外からの反応  

5.現状課題  

6.提案  

  

研究背景・目的  

日本へ観光に来る外国人観光客は年々増加している。2024 年 4 月には累計 1000 万人を記

録し、観光産業は日本経済にとって重要な柱となっている。しかし、観光客の増加に伴

い、オーバーツーリズムの問題が顕在化している。  

また、観光客による混雑・雑音・ゴミ問題が深刻化し、観光客と地域住民との文化理解に

差が生じている。  

本研究では、日本の文化理解と観光客問題に焦点を当て、現状の課題とその解決策を探る

ことを目的とする。具体的には、観光客による問題行動の実態、地域住民の観光に対する

意識を調査し、持続可能な観光の実現に向けた具体的な方策を提案する。 

 

問題提起 

観光客に対する文化理解の促進は、持続可能な観光の実現にとって極めて重要である。し

かし、現行の取り組みがどの程度効果を上げているのか、さらなる改善が必要かどうかに

ついてはまだ十分に検証されていない。そこで、本研究では、観光客の増加に伴う具体的

な問題を明確にし、観光客と地域住民の間の文化的な理解を深め、持続可能な観光の実現

に向けた解決策を提案するための基盤を提供する。この問題提起をもとに、日本の文化理

解と観光客問題に関する現状の把握と課題解決のための具体的な方策を探求していく。 

 

提案 

１．観光客向けサイトに掲載      ４．英語教育に力を入れる 

２．エコツアーの実施         ５．入場制限 

３．ガイドをつける          ６．環境保護教育 


